


特定有人国境離島地域社会維持推進交付金
輸送コスト支援事業を用いた農水産業の発展計画

事業実施主体：屋久島町　　　　　　　　　　　事業実施者：　　　　　　　　　　
支援品目（移出）：　　　　　　　　　　　　支援品目（移入）：　　　　　　　　　　

1． 農水産業の発展計画












2． 数値目標
	目標設定項目
	単位
	Ｒ７年度
(現状)
	Ｒ８年度
	Ｒ９年度
	Ｒ10年度
	Ｒ11年度
	Ｒ12年度
(目標)

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	


[bookmark: _Hlk214375852]※１．に掲げた計画の数値目標を定め、記載すること。
※直接的に数値目標化することが難しい内容の計画である場合は、産品の生産額や取扱量等に代えて目標としても良い。

3． 発展計画および数値目標を達成するための活動計画
	活動内容
	活動時期

	
	Ｒ８年度
	Ｒ９年度
	Ｒ10年度
	Ｒ11年度
	Ｒ12年度

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


※本様式は、必要に応じて表の加除等を行い作成すること。
記載要領


特定有人国境離島地域社会維持推進交付金
輸送コスト支援事業を用いた農水産業の発展計画

事業実施主体：○○○○　　　　　　　　　　事業実施者：○○○○
支援品目（移出）：○○○○　　　　　　　支援品目（移入）：○○○○

4． 農水産業の発展計画
輸送コスト支援事業を活用して農水産物の生産を行うに当たっては、
・事業規模拡大等に伴う新規雇用の創出　・従業員給与の引き上げ
・地元産品のブランド化や付加価値向上　・販路拡大の取組
・島の独自性を持つ地域産品の開発等　・品質、衛生管理等の高度化
・出荷設備等の効率化、高度化　・その他の取組
を行うこととし、それらを発展計画として具体的に記述すること。

　農水産物を直接生産しない事業実施者（農協等の団体や仲買など）においては、各生産者と連携し、上記に掲げた取組を直接的または間接的に行うこととし、それらを発展計画として具体的に記述すること。併せて、輸送コスト支援事業により受け取る交付金の生産者への還元方法を記述すること。
5． 数値目標
	目標設定項目
	単位
	Ｒ７年度
(現状)
	Ｒ８年度
	Ｒ９年度
	Ｒ10年度
	Ｒ11年度
	Ｒ12年度
(目標)

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	


※１．に掲げた計画の数値目標を定め、記載すること。
※直接的に数値目標化することが難しい内容の計画である場合は、産品の生産額や取扱量等に代えて目標としても良い。

6． 発展計画および数値目標を達成するための活動計画
	活動内容
	活動時期

	
	Ｒ８年度
	Ｒ９年度
	Ｒ10年度
	Ｒ11年度
	Ｒ12年度

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


※本様式は、必要に応じて表の加除等を行い作成すること。
